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１．研究計画の概要 
 本研究は、「学校力」に着目した児童・生
徒の心の健康と発達支援を行うために効果
的な包括的アセスメントと支援プランを提
言するアクションリサーチである。研究代表
者が開発したメンタルへルスのアセスメン
トツールを活用し、学級、学校、地方自治体
と協働して実践を行う。その実践を通して、
以下の６つの研究課題を実施する。 
(１)学校における心理臨床的支援に役立つ学
校力の同定 
(２)小・中学生を対象としたメンタルヘルス
と学校力の包括的アセスメントの開発 
(３)アセスメントツールの国際比較調査によ
る文化的側面の検討 
(４)学年・学校カンファレンスシステムの構
築と実践評価 
(５)心の健康授業及び食育等の実践と評価
(６)心の健康と発達支援の実践モデルの提案 
 
２．研究の進捗状況 
(１)2007 年度 
①予防的介入方略の検討： 食育に着目した
心の健康教育プログラムを実践。対象は小学
5 年生 1 クラス、５ヶ月間。 
②危機的介入方略の検討： メンタルヘルス
のアセスメントツールを活用し、支援実践を
拡大するために、複数校の校長・養護教諭を
対象とし、モデル校の事例を取り上げて模擬
カンファレンスを実施し、カンファレンスシ
ステムのあり方を提案した。 
③「学校力」の同定： 教育課程論と発達臨
床論からの文献検討のもと、学校力の構成要

素を抽出した。 
 
(２)2008 年度 
①アセスメントツールの活用： アセスメン
トツールを用いて、地域レベルでのメンタル
ヘルスと食に関する調査を実施。対象は、小
学校 5 校、中学校 2 校。実践の中間評価で、
摂食障害傾向の低下、共同体的自尊感情の増
加が見られた。 
②継続プログラムの実践： 食育に着目した
心の健康教育プログラムの 2年目の実践と評
価を行った。対象は、昨年度実施クラスを含
めた 6 年生 2 クラス。児童参加型の授業を行
い、児童自身の食生活の見直しや家族・友人
との会話の増加が見られた。また、新たな小
学 5 年生 2 クラスにおいて、昨年度と同様の
プログラムを実施し、クロスオーバーデザイ
ンによるプログラムの効果を検証した。 
 
(３)2009 年度 
①継続プログラムの実践： 食育に着目した
心の健康教育プログラムの 3年目の実践と評
価を行った。対象は中学 1 年生 110 名、プロ
グラムの内容は過去・現在・未来の食卓の風
景についての授業と課題作文、学習発表であ
る。事後評価では、生徒とその保護者に食態
度の向上が確認された。 
②学校力アセスメントシート活用の検討： 
初年度に抽出した「学校力」に関する構成要
素をもとに、学校における援助資源のアセス
メントシートを作成し、臨床的な活用可能性
を探索した。アセスメントシートを利用する
ことで、学校力を一定の観察視点から短期間
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で把握することができ、効果的な児童生徒の
支援方法や、介入ポイントを効率的に見いだ
せることが示唆された。 
③児童生徒のメンタルヘルスの国際比較： 
韓国と日本の韓国人学校の中学生 1～3 年生
2072 名にメンタルヘルスの調査を実施した。
韓国の中学生は、摂食障害傾向が特に高いこ
と、日本の韓国人学校の中学生は、韓国の中
学生とは異なる文化意識を持つことなど、韓
国・日本双方の学校支援に有用な知見が得ら
れた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 

現在までに研究課題(１)～(５)について、予
定していたほとんどの調査・実践を終えてい
る。毎年の実践協力校へのフィードバックの
積み上げから、現地の協力体制が確立され、
実践上のトラブルが少なく、計画に基づく研
究の推進が可能となったと思われる。中間成
果発表を現地の教育委員会と共同して開催
した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度は、国際比較データの分析と、実践
したプログラムの包括的な評価を行う。合わ
せて、学会発表ならびに国際シンポジウムの
開催などを通して、成果の発信を行っていく。 
また今後は、最終年度に提案していく学校

独自の子どもの心を育む力、すなわち「学校
力」を生かした心の発達支援プログラムの汎
用可能性を模索したい。そのためには、これ
まで開発してきた一連のプログラム内容を
基盤に、学校や地域の特徴を加味してカスタ
マイズする方法を精緻化することが求めら
れる。今後もより多くの学校や自治体と協働
し、実践研究を推進していく予定である。 
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